
 
 
 
 

平成 20 年 11 月 5 日 

 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ 

 

 
当社連結子会社（株式会社 泉州銀行）の 

平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間および通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
当社の連結子会社である株式会社泉州銀行が、平成 20 年 5 月 15 日に公表いたしました平成 21

年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日）および通期（平成 20

年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）の業績予想につきまして、別添資料のとおり修正しましたの

で、お知らせいたします。 

以 上 
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平成20年11月5日 
各 位 

会 社 名 株式会社 泉 州 銀 行 
代 表 者 名 取締役頭取  吉 田 憲 正 
コ ー ド 番 号 ８３７２（大証第一部） 
本 店 所 在 地 岸和田市宮本町26番15号 
問 合 せ 先 常務執行役員経営企画部長 

       坂 戸   豊 
 （TEL. 072-423-7441） 

 
平成21年3月期第2四半期累計期間及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 平成 20 年 5 月 15 日に公表いたしました平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1 日～平成

20 年9 月30 日）及び通期（平成20 年4 月1 日～平成21 年3 月31 日）の業績予想につきまして、下記のと

おり修正いたします。 
 

1. 平成21年3月期第2四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 
【単体】                                 （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 26,250 4,450 2,750 

今回修正予想（Ｂ） 27,600 1,150 520 

増減額 （Ｂ－Ａ） 1,350 △3,300 △2,230 

増 減 率 （％） 5.1% △74.1% △81.0% 

前期実績（平成19年9月期） 27,016 5,314 3,478 
 
【連結】                                 （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 28,850 4,450 2,950 

今回修正予想（Ｂ） 30,150 700 330 

増減額 （Ｂ－Ａ） 1,300 △3,750 △2,620 

増 減 率 （％） 4.5% △84.2% △88.8% 

前期実績（平成19年9月期） 29,624 5,041 3,579 
 

2. 平成21年3月期通期の業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
【単体】                                 （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 55,100 11,200 6,850 

今回修正予想（Ｂ） 54,000 2,400 1,150 

増減額 （Ｂ－Ａ） △1,100 △8,800 △5,700 

増 減 率 （％） △2.0% △78.5% △83.2% 

前期実績（平成20年3月期） 52,777 2,512 2,245 
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【連結】                                 （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 60,500 11,350 7,350 

今回修正予想（Ｂ） 59,000 2,000 1,150 

増減額 （Ｂ－Ａ） △1,500 △9,350 △6,200 

増 減 率 （％） △2.4% △82.3% △84.3% 

前期実績（平成20年3月期） 57,721 2,675 2,800 
 
3. 業績予想の修正理由 

(1) 単体業績予想の修正 
① 経常収益 

 第2四半期累計期間は、有価証券売却益の増加等により当初予想を上回る見込みであります。 
② 経常利益、当期（中間）純利益 

 米国金融市場の混乱に端を発した証券市場の低迷等による株価下落に伴う減損損失の計上や経済

環境の悪化等による与信費用の増加等により当初予想を下回る見込みであります。 
(2) 連結業績予想の修正 
  主に単体業績予想の修正によるものであります。 

 
 
 （注） 上記見通しは本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確

定要素が内在しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能

性があります。 
 

以 上 


